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3. 高知県下におけるイエバエの殺虫剤感受性について (ⅠⅠⅠ)林 先史,J･2'廿日山正弘 l)糾
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Table1. LDwvaluesof4insecticidesto20ColoniesofthelOuSefly
colectedinKochiprefccturc(〝g/fly)
Colonyname l^cthrin Pyrcthrins Sumithion Malathion
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郊のみで検討した.いずれも,今後とも重要なものと
考えられる殺虫剤である.
各種の殺虫剤に対する感受性について考察するなら
ば次の如くである.
Alethrinについてみれば林,ら (1972)l)が報告
した安非系の1.937〝g,前浜系の3.044f′gにおよぶも
のはない.しかし,三崎系は1.482FLgで表2に記載し
た立岩系の1.513FLg,下本川の2.169FLg,十和村の
1.641IJgなどは高槻系に比較して耐性がついたものと
考える.Pyrethrinではず訓1の1.318FLg,津呂の1.088
FLg.佐南沢の1.233FLg,下本川の1･084FLg,十和村の
1･123pgなどが耐性を珪付するのではないかと考える.
以上の結果から,ピレスロイド系殺虫剤についても
抵抗性ができないとはいえないので.充分な検討が必
要であろう.
Sumithionについてみれば,十和村の1.271〃gは
高槻系の 0.179〃gに比較して感受性はひくく,抵抗
性系統といえる.他の地域では問題はないが,十和村
系に関しては今後とも調査をつづける必要がある.
Malathionに対しては,高槻系に比較して判定す
るならば30地域で採災されたものに抵抗性が認められ
た.
なかでも,松尾の128.421pg,束大戸の84.312FEg,
羽脚.Bの 88.271FLg,佐臼浜の144.768FLg.尾崎の
150.114/Lg.束沖町の165･416FLg,生見の189･249FLg
は秘めて払い出抗性が認められた.これらは1972年の
胡瓜稲川では発見できなかった.
以上の似向から判断すると.すくなくともハエの成
山対壬掛こmalathionを収用することは,かなり問題
があるのではないかと考える.新しい殺虫剤の開発が
困難な時代でもあるので,共力剤の混用ということも
-考える必出があろう.なお.共力剤としては pyre･
throid系殺虫剤の共力剤が有効で,なかでもS-421
が収も効舛的である.2)
Diazinonでは佐喜浜の10.181iLg,東洋町の16.060
/Lg.LLi兄の8.643FLgの3系統は高槻系の0･293pgに
比収して.蛇抗性の発達は税著である.
なお.佐臼沢,舛洋町.生見の3系統はmalathion
に対してもユr4'i号に払い抵抗性をしめし.各種の有機燐
剤に対して抵抗性が発適しやすいことが予LfLされる.
このことからも,殺虫剤の散布は一層計画的である必
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要がある.
γ-BHCに関しては.いずれの地域でも払い抵抗性
をしめすが.実際には殺虫剤そのものが製造中止にな
っているので悶血とはならない.しかし.抵抗性に附
すろ基礎研兜のデータ-としては韮要なる志義をもつ
ものである.
以上の如く,イエバエの殺虫剤感受性は地域によっ
て,あるいは薬剤間に相辺はみられるが,malathion,
γ-BHCに対しては採集した地域全般に払い抵抗性が
認められた.
これは同一薬剤の連用ということがかなり閑擁して
いるものと考えられる. ことに,sumithionや dia･
zinonに対しても抵抗性を持つ地域も出てきた現状で
は,殺虫剤の選択や使用剤型というものを再検討する
時期にきていることを示唆するものである.
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Summary
TheLD60Valuesof48coloniesofhouseflies
colectedinKochiPrefectureareshowninTable1
and2.Therewasnocolonysusceptibletomala･
thion,whereasalthecoloniestestedweresuscc･
ptibletopyrethrins.Fourcolonies.whichwcrc
colectedinMisaki,Tateiwa,Shimohongawaand
Towamuraweretorelanttoalethrin.showing
l･482FLg,1･513FLgI2･196I増andl･64lFLgperLcmalc
asLD50Valuerespectively.Threecolonies,which
werecolectedinSakihama,Toyochiyo,andlkumi
wereresistanttodiazinon,showing10.181/Lg.
16･060FLgand8･643FLgperfemaleasLDBOValue
respectively.Onecolonies,whichwerecolected
inTowamurawereresistanttosumithion.show･
ingl･27lFLgperfemaleasLD50Value･
